
ロ バ ・一一一ト ・ ブ ラ ウ ニ ン グ の 劇 的 独 白 詩

「フ ラ ・ リ ボ ・ リ ピ 」

谷 正

(1)序

(2)劇 的独 白の妙味

(3)ル ネサ ンスとフラ ・リポ ・リピ

① ルネサ ンスの子 リボの生い立ち

② 歓楽の巷 と敬Fの 僧院併存のフロレンスと リボの性格

③ リボの人間主義 とル ネサ ンス精神

(4)リ ボの芸術論

㈲ 結 び

11)序

この詩の主人公FraLipPoLippiのLippoは 俗名で,実 名 はFraFilippoLippi(X412

--1469)と 呼ばれ る画家であ った
。 フロレンス<Florence>の 肉屋の子 として生 れ,赤 ん

坊 の とき,母 を失 い,ま た,そ の二年後 に父 も亡 くな り,叔 母のMonaLapaciaに 引

きとられ,辛 い 目に 遇 うので あった。 八才 の とき,フ ロレンスのカル メル会の 修道院

<CarmeliteConvent>へ 叔母に連れて行かれ.無 理に僧籍に入れ られた。 そこで絵画に対

す る鋭い 目と資質を示 し,修 道院長 に認め られ,修 道院付 きの画家 とな った。その頃,既

にカル ミネ教会の礼拝堂 〈TheChapeloftheCarmine>に はマサチオ<Massaccio>①

の絵画が あった。 リtは そこでマサ チオの画風を習い,そ の画風 に倣 って画 くよ うにな っ

た。やがて リボは聖ア ンブロジオ 〈SantAmbrogio>修 道院の尼達 のために 「聖母戴冠

〈CoronationoftheVirgin>② を画 き,こ れが傑作 と して有名にな り,コ シモ ・デ ・メ

ヂチ公<CosimodeiMedici>③ の保護を受 ける身 となった。 その後 フロレンスの聖 ジォ

ヴ ァニ ノ修道院<TheConventofS.Giovannio>の 礼拝堂付き牧師〈Chaplain>と な り,

更に昇進 し,レ グナ イヤ〈Legnaia>の 聖 キ リコ<SaintQuirico>の 教区牧師<Rector>

となった。相 当な収入が あったが,色 事に夢中にな り,貧 困に陥 り,六 十才未満で この世

を去 った と言われている。 これが実在のフ ラ・リボ・リピの略歴である。 ロバ ト・ブラウニ

ング<RobertBrowning>は これを粉飾 し,巧 みに劇的独 白の妙味 を発揮 して,"Fra

LippoLippi"と いうこの劇的独 白詩を創 ったのである。 この粉飾の際,リ ボの前述の先輩

画家マサチオを後輩 の画家 と したり,ま た,コ シモ公 に認め られ る原 因とな った初期の前

述 の 「聖母戴冠」 の絵画を,リ ボの 畢生 の大作であることを強調 しよ うと して,後 年の作

として引用句@の 示す ように,リ ボが未だ修業中,僧 院を脱 出 して紅灯の巷 に遊び将に警

手 に捕われ ようとした ときの罪滅 しの作とす るなどのブ ラウニ ング独特の粉飾を している

が,こ の詩の中の リポの画家 としての生い立ちの描写は実在の リボの幼少 時代 その ままで
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あ る。しか し粉 飾 され た壮 年期 の リボは ル ネサ ンス<Renaissance>の フ ロレンス人 を代表

す るよ うに描かれて い る。 当時の フ ロレンス人 は久 しきに 亘るキ リス ト教 の禁欲 主義 の束

縛 を脱 し,快 楽主義 に向 い,人 間性 の 回復 を求め るのであ った。 しか しフロ レンスには,

尚,僧 院 は存在 し,全 く宗教 の影響 が な くな った わけでは なか った。従 って修 道院 と歓楽

の巷が併 存す るのであ った。 即 ち宗教的 な面 と入 間主 義的 な面 が併存す るので あ った。 け

れ ど も リボの僧 侶 と して の宗 教的 な面 は偽 善者的 な禁欲主義者 と してで はな く,神 の創 造

力 を認め,入 間の肉体 も神 の賜物で あ ることを信 じた上で の肉体の快楽 を認め る快楽 主義

者で あ った。 ここか らその絵 画 も単 に人間の魂 を画 くとす る禁欲 主義的 宗教画で な く,人

間 の魂 に血 と肉を加え た生命 的 な絵画 とな ったので ある。

(2)劇 的 独 白 の妙 味

この詩 はブ ラウニ ングの傑作 の一 つ に数 え られて い る。 その理 由は,こ れが ブ ラウニ ン

グ独特 の劇的独 白の妙味を発揮 して いるか らで あ る。 即 ち話 し手 が聞 き手 の心理を,自 ら

の言葉で,い か に巧 みに表現 してい るか とい うと ころに ある。元 来,劇 的独 白は一 つの独

り言で あ る。 しか し単 な る独 り言で はない。 また傍 白<Aside>の よ うに舞台上 の約束 と
わき

して,相 手 に聞えない とい う規 定の下 に,傍 を向いて 独 り言 を 言 うもので もない。 或 は

Soliloquyの よ うに劇の冒頭 に観 客 に向 って劇の筋 を説 明 した り,作 者 の意 見を 述 べ る独

り言 で もな い。 劇的独 白には話 し手 の前に聞 き手 がいて,話 し手 はそれ に向 って語 るので

ある。 従 って形 の上で は対話<Dialogue>で ある。無論,対 話 は劇 の手法で あ る。故 に劇
..

的独 白 も形だ けで言えば劇 的<dramatic>で ある。 然 るに劇 的独 白で は聞 き手 は,た だ 聞
　 む

いてい るだ けで,物 を言 わぬ ので あ る。故 に話 し手 の独 白<Monologue>で あ る。 聞 き手

はただ笑 った り,顔 をゆが めた り,手 を振 った りな ど,顔 の表情や手振 り,身 振 りを示す

だ けで,話 し手 だ けが物 を言 う手法 であ る。結 局,話 し手 の独 り言 であ る。 ここか ら劇的

独 白<Dramaticmonologue>と い うので ある。 そ こで この手法で は,話 し手が 聞 き手 の

顔 色を伺 いなが ら,そ の聞 き手 の心 の動 きを把 え,話 し手の言葉 で聞 き手 の心理 を表現 す

る手法 と言 え るので あ る。 この詩 では話 し手 は リボ,聞 き手 は,の ち に述べ る ようにフ ロ

レンスの警 手で あ る。 この詩 の物 語 は次 の情 景か ら始 まる。 リボは放蕩 の僧 で宗教生活 の

適性 を欠 くこ とと,当 時,絵 画 と言 えば聖 者 の絵 即ち宗教画 とな って いるにかか わ らず,

リボは宗 教画な らぬ 肉体美 を表現 す る新 しい型の絵 を画 くこ とを専 らとす るため,修 道 院
やかた

長 に宗 教画を無理 に画か され,メ ヂ チ家 の館 の高 い ところにあ る屋根部屋 に閉 じ込 め られ

て い る。 リボは この拘束生活 に堪 えかね遣 り切れ ない思 いを して いる。折 しもかれ の部屋

の窓 の遥 か下 の街路 か ら遊女 の歌声が 聞え,ま た,そ の姿が窓 を通 して 目に映 る。 かれは

我慢 がで きず,敷 布,掛 布 団を結 び合せ て綱梯子 を作 り,そ れを伝 って街 路 に降 り,遊 女

の跡 を追い聖 ロー レンス<St,Laurence>寺 院の近 くで かの女 らに追 いつ き,か の女 らを
つか ま

相手に歓楽を尽すこと数 日,あ る夜,館 に帰るところを市の警手に掴る。 リボは警手 にか

れの振舞について弁解す る。 これが絶妙の劇的独 白となっている。即ち リボはその弁解に

当り,警 手たちの表情,手 振 り,身 振りによって,警 手たちの心理を把え,警 手の自らへ

の問いを自らの言葉によって自らが答えるといういかにも巧みな劇的独白なのである。そ

の一例が次の句である。

「おや,拙 者が御偉方の知り合いとわかれば,手 がでないとで も言 うのかい。 それな
のど

ら,拙 者の喉 の ところで,も ち もち させ てい る手 をOい て,拙 者 を も亦,御 偉 方 同様
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にお知 り置 き願 いた い もの じゃ。

拙者が誰かってかい。そうじゃ。君礎溜 墜長),拙 者は町筋三つ向 うの友の家に泊 って

いる もの じゃ。 その友 って,ど うゆ うお方か って言 うのか い。 お偉 い親 方 さまで,メ

ヂチ家の コシモ さまとお っ しゃる方 じゃ。 あの角 に費えるお邸 にお住 居な の じゃ④」

と。 これ は,自 らの身分を告 げ るに はあま りにも高慢 で,コ シモ ・デ ・メヂチ公 の名 を担
かさ

ぎ出す いかに も嵩にかか る鼻持 ちな らぬ 態度 であ る。 しか し この態度 が あるにかか わ ら

ず,警 手 の心理 を巧 みに把 え,自 らの言 葉で手際 よ く警手の心理 を表現 して い る点が読者

を強 く引きつ けるのであ る0次 の句 も読者 を魅 す る もので ある。警 手が リボの喉元 の手 を

緩 め ると,

「な に?拙 者 は立腹 な どは しとらん。君 の手下 ど もを帰え し,こ の四分 の一 フ ロー リ
が くま

ンを飲み代に して,拙 者及び他の多 くの者を匿い,た っぷ り喰わ して下 さる気前のよ

いお邸のために祝杯をあげろ⑤」

と言 う。 この句 の第一 行は,警 手 が リボを捕 えた ときの驚 きの表情(名 門メヂチ公の知合とは知らず捕えた驚き)と,

リボの立腹(メヂチ公の知合いを捕えるとはけしからんとの立腹)し たかの表情 を示 した様 子が躍如 と表現 され てい る。 しか

し二行以下 は,警 手 を買収 しよ うとす る リボの浅 ま しい態度が伺 われ る。 これにつ いて キ

ング〈RomaJ.King>は 「フ ラ・リボ・リピにつ いて の最初の印象 はわれわれ には好意的

な印象で はない。 リボが警手 に捕 え られた とき,酩 酊 した千鳥足 で,見 苦 しい,お どけ
だま

た,ぞ ん ざいな態度 で警手を恐 喝 し,買 収 し,ま た,相 手を騙 し,そ の場を抜 け 出そ うと

してい た⑥」 と言 ってい る。 この リボのな さけな い態度 はキ ングの言 う通 り確 か に好感 を

持 ち得 ない。 しか し他面で は,こ の態度 は リボのユーモ ラス 〈humorous>の 性 格を あ ら

わ して いる。 ブ ラウニ ングが リボのユ ーモ ラスな性格 を駆 って筆 を運ぶ と ころは,か れ独
ゆる

特 の劇的独 白の魅 力が あ るわ けで あ る。 また警 手が リボの首筋 を掴 んでい る手 を弛め た と

き,警 手 の一 人 の男 の顔を見て,こ れ も亦 ユーモ ラスた っぷ りに リボ は言 う。

「あいつ は,て っき り,ユ ダ<Juda>じ ゃ。

あいつの顔 はユダの顔 じゃ。

ユ ダは丁 度,あ んな顔だ った。

拙者 はあいつの顔 が気 に入 った。
ちようちん

槍 と提灯 を持 ち,仲 間を戸 口に押 しや ってい るあいつの顔が気 に入 った。

あいつは,こ れ見 よ と言 いたげ に,洗 礼 者 ヨハ ネ〈JohnBaptist>の 首 を髪 の ところ
ぢまみ ひつさ

で掴み,片 手でぶ らさげ,も う一つ の手 で,血 塗れ の兇器を提 げてい るあの奴隷 と し
あつら

ては読 え向 きな んだ。

ところで チ ョー クをち ょっぴ り持 って いないか。木炭 か何 かで もよいんだが ね。 そん

な もの,何 か あれ ば,す ぐにで もあいつの顔を画 いて見せてや るがな。

その通 り じゃ。拙者 は絵 書 き じゃ。君 たちの言 う通 り じゃ。何 だ と?リ ボ僧 侶の絵

は到 る ところで見 て知 っとる とな。 そ して気 に入 ってい るとな。 そ うだ ろ うぜ。

君 は仲 々の 目利 き じゃ。実 の ところ,拙 者 には,最 初 か ら君 の目付 きが気 に入 って い

たの じゃ⑦」

と。 これは リボがユ ーモ ラスな言葉 の うちに聞き手 警手 の心理 を述べ ると同時 に,話 し手

リボ 自らの心 の奥底 を も暴 露 した この劇的独 白中で ブ ラウニ ングの最 も得意 とす る表現 の

箇所 で ある。 とい うのは,今,リ ボが警 手 によ って逮 捕 され るとなれ ば,僧 侶 の身 と して極
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こうむ

めて不名誉 な,重 大 な刑罰を蒙 ることとな る。 事 に依 ると破門 の憂 目を見 るか も しれ ない。

この危機 的瞬間 に於 て,こ れ を切 り抜 け,刑 罰を受 けぬ よう警手 の手か ら逃 げ るた め,あ

れや これや と苦心 す る リボの心の動 きが 目に見 えるよ うに示 されて いるか らで ある。 かれ

の種 々の苦心 とは,か れが カル メル修道 院の僧侶 であ り,単 な る平凡 な庶民 で ない こと,

また名 門 メヂ チ公 の知 己で あ ること,更 には名声並 び無 きフ ロレンス切 っての画家 であ る

こ とな どを誇示 し,半 ば恐 喝的,半 ば 買収的な種 々の手段 によ って,そ の場 を切 り抜 け,

罪 を免れ よ うとす る卑 しい,い か に も浅 ま しい根性 を暴露 してい る。故 に この劇的独 白の

妙味 の 中心 は,話 し手 リボが聞 き手警 手の表情 や身振 りで,警 手 の心 の動 きを 自 らの言葉

で巧 み に表現 す ると同時に,話 し手 リボ自 らの危機 的瞬 間に於 ける心 の奥底 の動 きを集 中

的 に さ らけだす ところにあ ると言 え るので あ る。

(3)ル ネ サ ン ス と フ ラ ・ リポ ・ リ ピ

① ルネサンスの子 リボの生い立ち

リボが警手に掴 った際,リ ボが引用句⑦の言葉を発 したため,警 手は リポが画家である
そ

ことを知 るが,リ ポが頭を剃 り,僧 服 を身に纒 って い るこ とが不審 で な らない とい う素 振

りをす る。 そこで リボ は自 らが 僧侶で あ り,何 故 に僧侶 にな ったかを説 明す るためr自 ら
い ち ぢ く

の生い立 ちを述べ る。 かれ は幼 い頃,両 親 を失 い,街 路 に放 り出 され,無 花 果の皮,西 瓜

の皮 を拾 い,掃 き溜めを漁 って飢 を 凌 ぐので あ った。 この とき,道 行 く人 の誰が恵 みを与

え るか,そ れ ともその反対 に,誰 がかれ を蹴 りとばすか と人 の顔 を凝視す るうちに,人 の
すべ

顔 によ って その入柄 を読み取 る業を会得 す るに 到 ったのであ る。 これ を 次 のよ うに 述 べ

る。

「拙 者が巡 り合 った運命 のよ うに,少 年が八年 間,街 で飢 えつづ け ると,入 の顔 を じっ

と見 る うちに,か れ の切望 して い る葡萄 の房 を,そ れが半 分 に切 られた ものであ って

も,誰 が それを投 げて くれ るか,ま た,そ れ を与え るど ころか,怒 鳴 りつ け,い や と

い うほど蹴 り倒す のは誰か の見分 けがつ くよ うにな る もん じゃ。

また,蝋 燭 を聖体 に掲 げて葬儀 の行列 に連 らな る上 品な紳士 の誰 が蝋燭 の滴 りを売 っ

て金 に換 え るよ うに と目配せ して,皿 に落 して くれ るか,或 は,そ れ とは反対 に,ど
くら

の紳士が保安の八人衆を呼び込んで罰を喰わすか,い や,ど の犬が噛みつ くか,ど の
と

犬 が街 の掃 溜で拾 った骨を落 して くれ るか,少 年 の心 も勘 も等 しく研 ぎ澄 ま されて く

るもん じゃ。

少年 には,人 で も犬で も何 で も,そ の顔 の見分 けが で きるよ うにな る。飢 えの苦 しみ

か らの教 えか ら益 々見分 けが つ くよ うにな るもん じゃ⑧」

と画家 と して人の顔 を画 く素地 が飢 え に 苦 しん だ頃 に 作 られ た ことを 話 すので あ る。 ま

た,や が て叔母 に連 れ られて修道 院 に行 き,僧 籍 に入れ られ るのであ るが,そ の際,浮 世

を捨て る宣 誓を させ られ,浮 世 を捨 て る とい う言葉 を/¥°ンを捨て よ と言 われ た と勘違 い し

た幼 い飢 えた少年 の哀 れな心情 をユーモ ラスに次の よ うに言 うのであ る。
ふたことみこと

「そ こ僧 院で,修 道 院長 と叔母 の間 に,二 言三言交渉 の言葉が 交わ され た。そ の間一 ケ

月振 りでパ ンにあ りつ き,口 を も ぐも ぐさせて いた。時刻 は昼食 時で あ った。丸 々 と
　 　 む

太 った神父の院長が 「左様か,お 前には,こ の惨めな浮世を捨てる決心がついたんだ
む 　 む

ね。 じゃ宣誓す るね」 と言 った のだ。拙 者 は切角 あ りつ いたパ ンを捨 て るのか と思 っ

た⑨」

63-一



ロバ ー ト ・ブ ラウニーング の劇 的 独 白詩 「フ ラ ・リボ ・リピ」

と無理矢理に僧侶にせ られたことを述べ る。僧籍 に入 るや,か れは書物を読まされ,ラ テ

ン語を教え られる。 しか しかれは
じやこう

「丁香の花 よ

わ しにわかるラテ ン語はAmoわ れ恋す とい う言葉だけ⑩」
くちずさ

と小唄を 口遊み,学 問 な ど見 向 きも しなか った。 そ して ただ

「拙者 は ノー トに人 の顔 を画 い た り,聖 歌集 の余 白に顔 の落書 きをす るので あ った。 ま

た,Aの 字 や,Bの 字 に 目鼻や顎 をつ け,或 は動詞や 名詞 のやや こ しい変化 や活 用 を
ひとつづ

習 う間 は,一 一続 きの浮世 の絵 を画 い た もん じゃ。 また,手 当 り次 第 に壁 の上 で も,椅

子 の上で も,扉 に も人 の顔 を画 い た もん じゃ⑪」

と,リ ポ は聖 書や ラテ ン語 の勉強 よ りは,人 の顔 を画 くことに夢 中 にな って いた。やが て

修道院 長 は リ の゚絵 の才能 を認 め,修 道院 付 きの画 家 に養 成す ることに決 め,絵 の修業 を

許す るので った。

② 歓楽 の巷 と敬虐 の僧 院併存 の フ ロ レンス と リボの性 格

この詩 の冒頭 に次 の句 が ある。
はばか

「禅 りなが拙者は貧相な リポとい う僧侶でござる。
たいまつ

松明などを拙僧に押 しつける必要はござらぬ。
とが かど

何 と?替 め る廉 が あ るとな。

拙者 が僧 侶の分 際で とい うの かい。

何 と?真 夜 中を過 ぎ とる って?

君 た ちが見廻 わ って い ると,遊 女 ど もが入 口の戸 を少 し開 けて男 を待つ小路 の角 の,

ここん ところで,拙 者 を捕 えた とい うの かい。

拙 者の 寺は カル ミネ修 道院 じゃ。 そ こを探 して 見ろ よ。是 非,探 して み るんだ ね。 そ

してだ,君 たちが,君 た ちの勤 めの熱心 を見せ たい な ら,そ こん ところでだ,男 の鼠

が悪 い穴 に入 って い るんだ が,そ の相手 を しよ うと忍 び込 んだ ち っち ゃい 白嵐の柔 ら
かじ

かいのを謁 りち ゅ一ちゅ一言 っている売僧どもを引きず り出すんだね⑫」

と。 リtは 自らが僧侶であることを隠すこともせず,寧 ろ堂 々と僧侶であることを名乗 り

出る。 しかも僧侶であるからとて歓楽街に足を踏み入れて何が悪いといった態度を示す。

そ して自 らの所属す る寺院がカル ミネ修道院であることを明言 し,そ こには遊女を連れ込
かたく

み,淫 欲を恣ままにす る売僧もいることを告げる。これは リポが僧侶ではあるが,頑 なな

禁欲主義に反対 し,僧 侶と錐 も人間である,入 間である以上,僧 侶も 肉の生活をするこ
このたび

と,従 って今 度 の享 楽行 為 は敢 えて悪 い こ とで はな い,そ れ よ り も,カ ル ミネ修道 院で 口

で は禁 欲主 義を高 言 しなが ら蔭 で淫欲 に耽 る偽 善的 僧侶 こそ乱行 の売僧で あ る との態度 を

示 すので あ る。 リボ の この態 度はル ネサ ンス期の フロ レンスの人 々の態度 を示す もので あ

る。従 ってかれ の置 かれて い る環 境 は 当時 の フ ロレ ンスの社会情況 を表 わす ので ある。 そ

れは,こ の句 の中の カル ミネ修道院 の名 と,更 に この句 に続 く引用句④ に見 られ る コシモ

・デ ・メヂ チ公 の名 に よ って,15世 紀 ル ネサ ンスの フ ロ レンスの街が想像 され るか らで あ

る。 そ して 更に想像 を進 めて行 くと,ブ ラウニ ングの軽 快 な筆 致 の奥 に,一 面 で は フ ロレ

ンスの静 かな淋 しい街路,教 会,修 道 院の庭 園,メ ヂチ家 の館,他 面 で は噴水 の響 き,浮

かれ騒 ぐ男女 の群,そ して その歌声,ま た一方 では幻 を追 うよ うに紅 灯 の花 柳街 に出入す る

男の姿,他 方 では剣 と松 明 を もつ無 愛想 な警 手 の走 り廻 る情景が 目に浮 ぶので あ る。 即 ち

当時 の フpレ ンスには一面 では敬虐 な祈 りの僧院 が あ り,他 面 では快楽 を求 めて歓楽 の巷
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に歩 を運 び,漸 く人間 ら しい生活 に戻 ろ う とす る人 間の姿が 見 られ るので あ る。要 す るに

当時の フ ロ レンスには禁欲 主義 と快楽 主義,神 へ の信 仰 と人 間主義 が併存 して いた と言 え

るので あ る。 ジ ェー ム ズ ・フ ォサ リンガ ム 〈JamesFortheringham>も 「これ らすべて

(この詩の場面及びそこに起った事件)を 充分 に理解 す る鍵 は,リ ボの置かれ た 情況 と リボの気 質 であ る⑱」 と言

い,キ ングも 「遊女が戸を少 し開けて待つ歓楽街と リボの僧院の問でかれが警手に捕われ

たところから,こ の詩は始 まる。そこで歓楽街 と僧院という情況 とこの二つの言葉は象徴

的なものである⑭」 と言 っている。 フォサ リンガムとキ ングの言葉によってもルネサ ンス

期のフロレンスの情況が,そ のまま リボの性格であったことが理解 される。即ち宗教的性

格 と人間主義的性格が リボに併存 していたことが理解 され る。 しか しリボは宗教的な面を

持つ男,即 ち僧侶ではあったが,偽 善者的な禁欲主義者ではな く,神 の存在を認め,神 の

創造力を信 じた上での入間主義者,快 楽主義者であった。 これを証明するのが次の句であ

る。
う そ

「入は あま りに も多 くの虚言 を吐 いて 身を滅 ぼす。好 きす ぎ るほ ど好 いて い なが ら好 い

てい ない と言 い⑮,ま た,自 分の思 う通 りに嫌 い と言 い切 って よい ときで さえ,嫌 い

で たま らぬ もの まで,好 きだ と言 う⑯。 拙者 は教 え られ た通 りに物を言 う。拙 者は エ

デ ン<Eden>の 園 と,そ こで人 間の妻 をお創 りに な った神 さまが いつ も目に浮 ぶ の

じゃ。 それで じゃ。一 旦覚 えた人間 の肉 の値 打 ち とその味 とは十 分 〈tenminutes>

やそ こい らで は忘れ られぬ の じゃ⑰」

と。 これ は リボが虚偽 を嫌 い,真 実を愛 す る正直 な人 間で あ ることを示 し,ま たかれが僧

侶 と して神 の存在 を忘れず,入 間 が肉を楽 しむ ことはア ダム<Adam>と イブ<Eve>を

創造 され た神 の意 図で あ り,神 の恩恵で あ るとの リボの考え を述 べ た句で あ る。 従 って リ

ポ にあ って は神の存在 と人 間の 肉の生活 は矛盾 しな いので あ った。

③ リポの人間主 義 とル ネサ ンス精 神

然 るに この詩 の前半 では,次 に述べ るよ うに リボの享楽 的 な性格 が どぎつ く打 ち出 されて

い るので ある。 既 に(2)で述べ た よ うに,リ ボ は三 週間,メ ヂ チ公 の館 に閉ぢ込 め られ,公
や おいぼ

のために 「欲情を抑えるために,大 きな丸い石で,痩 せ こけた老毫れの胸を打つ ジェロー

ム⑱」 のような禁欲主義 に凝 り固った僧侶 ジェp一 ムの絵画⑲及びこれに類す る宗教画を,

明けて も暮れて も無理矢理に画か されるには堪えられなかったときのことである。丁度,

時は春の花の季節,か れの青春の血はうずいていた。かれの全身か ら僧侶は退 き,人 問 リ

ボが飛び出すのであった。その時の気持を

「ある暖い夕べ,聖 者の絵を画いていた。すると浮世の笑い声 と共に次の小唄

「桃の花よ,

死は万入にやがて来る。
ま

生 きている間が人の花』

が聞えて来た。拙者の魂はフル回転,生 命の盃は生気充満,拙 者の生命は,夢 に過 ご
もつたい な

すにはあまりに勿体無 い⑳」

と言い,更 にかれの部屋の窓下の街路を見下す と,そ こに三人の遊女が

「えに しだの花 よ,
な

恋を失 くす りゃ,こ の世 は墓 場。

まるあ ろの花 よ,

リーザ〈Lisa>(盆 膿 雛 り)に 行かれ り ゃ,
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生 き甲斐 も無 し⑳」
くちずさ うさぎ しな

と口遊 みなが ら月夜 に跳ね る兎の品 をつ くり,く す くす笑 って い る。 そ して遊女 の一 人が

顔 を 向け リボを見上 げ るので あ った。 リボは 「チ ェー,肉 と血,そ れ らで 出来 て いるのが

この わ しさ㊧」 と叫 び,も う禁欲 の拘束生活 に我慢 が な らず街路 に飛 び降 り,遊 女 の跡 を

追 い,数 日間,歓 楽 の限 りを尽す ので あった。 その様子 を次 の よ うに言 う。
こなひ いつ

「老毫れた粉挽き馬 は幾年かの年期の苦役を解かれ草原に出れば⑳,解 放感の嬉 しさで,
こわ ば ひぜめ わら

硬張 った蹄を あげて草 原を駈 け廻 る⑳。 そ して粉屋⑳ が草 のただ一 つの効用 は切 り藁

を作 る ことだ と教え もせ ぬの に,せ っせ と草 を短 くす る⑳。

人 は何 を欲 しが るのか。 人 は草⑳ を好 くのか,好 か ぬの か。 好 いて よいのか 悪 いの

か。 拙者 の望 みのすべて は,永 久 不変 に ど っちか一 つ⑳ に決 めて欲 しい とい うこ とな

ん じゃ⑳」
なりふ

と。そ して形振り構わず

「バ ラの花よ,

楽 しけりゃ,誰 に知 られ ようと構やせぬ⑳」

と歌いなが ら,館 に帰るところを警手に捕え られ るのであった。 これは リボの快楽主義的

性格を徹底 して描いたものである。 しか しこれ らは敢えて リボた らず とも,ル ネサ ンス初

期の一般の入々の気持を表現するとき,こ の種の描写がよ く行われる。宗教がその支配力

を失いかけたルネサンス初期,即 ち宗教によって束縛 された人間が,人 間性を取 り戻そ う

とす るとき,人 間は,聖 書,祈 祷に明け暮れする禁欲主義的性格か ら一挙に享楽主義的性
せき

格へ と,濁 流が堰を切って流れるよ うに突進 して行 くことは当然である。その上,人 間が

人間性を取 り戻そうとするこの精神は一般社会のみならず,僧 院にまで侵入 したことは引

用句の⑫の示す通 りであった。 僧侶も入間である。 その人間が 人間 らしい 生活か ら永い

間,隔 離 されていた反動 として,僧 院の中にも享楽の生活を望むものが現われ るのも事の

自然ではなか ったか。 要するに,そ れ迄,現 実の世界を否定的に考え,神 の信仰にのみ

生 きた人間が,現 実の世界を肯定 し,人 間が新 らたに人間を発見 し,そ の喜びに情熱を燃

や したルネサンスの人間の歓喜そのものを代表するように リボを描 くには,こ のように強

く快楽主義的 リtと して描 くことは,文 学の表現的手法と しては極めて大切なことであっ

た。 しか しルネサ ンスの人間主義は必ず しも神の世界を否定す るものではなかった。ただ
　 む 　 　 　

人間 の性 質<humannature>に 尊 厳を 見出 したにす ぎなか ったので あ る。従 って リボは

神の存 在を否 定 したので はな く,神 の認識 の仕方 が,教 会の教理 や 中世 紀神学 と異 った に

す ぎなか ったので あ る。 かれ は神 の神秘 な力,神 の創造 力,神 の驚異 につ いて認識 力が強

く,こ の認 識の 自信 が深 か ったので あ る。 そ こか らか れの生命 の あ る芸術論 が生 れた ので

あ った。

(4)リ ボ の芸 術 論

リボは修道院長に絵画の才能を認められ,修 道院のあ らゆる処に僧侶の顔や,そ の他の

男女の顔を画き出 した。それを次のように言 っている。

「先づは,最 初にあらゆる種類の僧侶,黒 衣(諮 鮪)と 白衣(描 補 ン)の 僧侶,そ れ ら

の太っちょも痩せ っちょも,そ れか ら教会のあらゆる人を画いた。樽の滴れ,或 は,

蝋燭の端 くれを誤魔化 した罪を告 白 しようと待 っているお人好 しの老婆か ら,た った

今,人 殺 しの罪を犯 したばか りの故に,息 切れ している男が祭壇 の下に保護 されて坐
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あごひげ

っているのを,子 供達が取 り巻き,半 ばその男の顎髭を見るために,半 ばは被害者の
こぶし

子が,怒 って右手の拳を振 り上げ,左 手はキ リス トに十字を切っているその蒼白い怒

りの表情を見 るために,驚 きなが ら見守っている情景を画いた⑳」

或は
かぶ す

「可哀そうな乙女が顔を隠すための頭に被せた前掛けを透 し,じ 一と眼を据えて前を見
つまさき ひとこと

なが ら,夕 方に,爪 先 歩 きでや って来て,臓 悔 を一言言 って,一 つのパ ン,耳 飾 り,

花束 を落す のを,極 悪 人がぶつぶ つ言い なが ら,そ れ らを受取 り終 ると,か の女 が さ

っさと出て行 くの を画 いた⑳」

と。更 に院長 の姪,犬 を撫 でて いる少年,買 物 に市場 に 出か け る女 などあ らゆ る ものを画
　 　 む む 　 　

くので あ った。言 わば,人 間 の皮 と骨⑳を 画 くので な く,人 間 の肉 と血 を,ま た,顔 だけ

の表現で な く,物 を言 い且つ 動 く全身を,慣 習的 な もの ,古 い型 の もので な く,か れ の 目

前に横わ る生 々 しい生活 を画 くのであ った。 ところが,そ の画 く男 女の顔,腕,脚 が あま

りに も有 りの尽の姿 を写 し,従 来 の宗教画 と異 るものが あ った。修道 院長 は これを見て驚

き,

「これ はど う した ことか,こ こん ところの これ は何 ん じゃ。 とん で もない こ と じゃ。
まと そ

絵画ちうものの的か ら全 く逸れている。
からだ ほんもの

ここに画 いて い る顔,腕 脚,身 体 は人間 の真物 の それ らと全 く同 じゃな いか。 これ

は悪魔 のや る こっちゃ。
うわべ

お前 のや るこ とは,朽 ち果 て る肉体 ばか りを賛美 して,人 間 を外 面だ けで 画 くこ とで

は ない。 人間を,朽 ち果て る肉体を超 えた人間 に向上 させ ,肉 体 を無視 させ,生 身 と

い った ものの存 在を 忘れ させ る ことなん じゃ。

お前の仕事 は入間 の魂 を画 くことなん じゃ。 人 間の魂,そ れ は 火な の じゃ。 煙⑭ と

な,そ ん なもん じゃない⑳。 まあ,言 ってみれ ば,生 れ たての赤ん坊 のよ うに清 め ら

れ た水 蒸気 なん じゃ。 お前 が赤ん坊 のよ うな清 い状 態で死 ぬ とすれば,お 前 の口はば

ったい 口だ けが残 るとい うもん じゃ。

そ れ は,え 一 と,言 葉 な ん か,ど う で も よ い 。 魂 は 魂 な ん じ ゃ。(自 分にも自分の言っていることがわからなくな
ってかく言う)

人間の魂が画けないな ら肉体なんか画かんでよい。
あが

ここに神 を崇 め る聖入 を画い た ジ ョッ ト<Giotto>⑳ の絵が あ る。 この絵 はお前 に神

を崇 め させ ると思 う。 なぜ お前は神 と共 にい ないのか,な ぜ線 や色 な どの不 思議 な力

で,わ しの頭 か ら神 を賛 美す る想 いを取 り去 ろうとす るのか。人 間の魂 を画 け,人 間

の脚 や腕 に心 惑 うな。 みんな消 して しまえ。

ああ,あ の乳房 を見せて い る色の 白い小 柄 の女 はわ しの姪 そ っ くりじゃ。 あれ は,舞
はね

に行 って男の首 を刎 させたヘ ロデ ィアス<Herodias>⑳ だ と言 いたい くらいだ。 あん

な ものみんな消 して しまえ⑳」

と院長は従来 の宗教画 を画 くこ とを主張す る。 これ に対 し,リ ボは 自 らの考 えは次の よ う

だ った と警手 に説明す る。

「院長の言 う魂 を画 く最善 の方法 は,絵 を見 る人が絵 の意味 がわか らぬ ときには,そ の

絵 に飽 き足 らぬ感を抱 き,画 面か ら目を離 して しま う。 それで も構 わぬ と思 う程 拙 く

画 くことか な。 だが拙者 には こ う思 え る。

黄⑳ の代 りに全 く黒⑩を用 い ると,そ れ が 白⑪ を表 わす。 いかな る もの も,そ の ささ

やか なそれ 自身 の存 在⑫ を忘 れ,自 らの存 在 は大 して意味が ない とい う謙虚 な態度 を
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取 る璽 ことこそ,も のの意味が は っき りして くる。

なぜ画家 は入が左足 と右足を代 る代 る上 げて進 む⑭ よ うに,肉 体 と魂 が代 る代 る助 け

合 うよ うに して 肉体 を魂 に似 るよ うに,魂 を肉体 に似 るよ うに,し か も互に その位 置

を保 つよ うに画 けぬ ものか。

今,拙 者 が最 も美 しい顔 を画 くとす る。す る と,そ れ は院 長の姪 この顔 とな る。御本

尊が あま り美 しいので,希 望 も不安 も,ま た,喜 悦 も悲 哀 も表 われ て いな いと言 うの

か い。 美 はこれ らを表現 で きぬ と言 うのかい。 拙者が か の女 の 目 その ままに青 く画

き,更 に一 息入れて 生 き生 き とその 目を輝 かせ,そ れ か ら魂を吹 き込 む と した ら,か

の女 の 目を三倍 も美 しくはで きないかね。

それ とも,仮 に全 く魂の ない美 が あると して も さ,一 そん な ものは見 た こともな い

が,そ んな ものが仮 にあ る と して さ,も し美だ けを感 じ,他 に何 も感 じない と し

て も,人 は神の発 明 され た一番 よい ものを得 たわ け じゃ。だか らそれ もよい ことに違

いない。 だがね一,更 に よい ことは,神 を有 難 く思 い,そ の感謝 をお返 しす る とき,

人 は心 の うちに,今 まで見失 ってい た魂が つかめ た とい うことなんだがね⑮」

と神 の創造 を感謝す る気 持 になれ ば,そ れだ けで既 に魂が つか めるわけで ある故,魂 だ魂
く

だ と躍起 にな って愚 に もつかぬ ことを言わぬ がよ いと言 うので ある。 そ して 自 らの芸 術的

信 念を更 に次の よ うに述 べて行 くので ある。

「美 も,不 思議 も,力 も,も のの形,色,明 暗,変 化,驚 異 などのすべて は,神 の創 り

しもので ある。何 の たあ と言 うのか い。 君 たちは神を有難 く思 うか,思 わぬか,ど う

じゃな。 それ は何 の ためか と言えば,こ の美 しい町の姿,向 うの川の流れ,そ の回 り

の山,頭 上 の空 などの存 在 のためなん じゃ。 しか も それ に もま して,そ れ らに取 り
ま

囲かれ た人 間男女,子 供 の存 在 のためなん じゃ。 その ために こそ,神 はそれ らを創 ら

れ たの じゃ。

とすれば,そ れ らを一体 ど う受 け止 め るべ きかね。われ われ は これ を見逃 した り軽 視

した り して よい ものか。 それ とも,そ れを素晴 しい もの と して,心 に留 めて置 くべ き

ものか。無論,後 者で あ ると言 いたいの じゃ。 そ して われ われは これ らを結果 な ど構

わずに,ど しど しとあ りの ままに画 くべ きなん じゃ。だ のに,な ぜ拙 者の言 う通 りに

人は しないのかね。神 の創 られ た ものは何で も画 け,そ してあ りのま まに画 け。 あ り

の ままに画 かない と罰が あ たるぞ。

す ると誰かが言 うか も しれん。 『神 の御業 は もう終 った。 自然は完全 だ。 それ を再現

す ることなんか 出来 る こっち ゃない。それ は無 用の ことだ 。 そん な ことをす るのは,

自然 のぶ ち こわ しだ』 と。 そん な横 槍は やめて くれ。

なぜか と言えば,君 た ちお解 りかな。われ われ人間が百遍 見逃 した り,見 よ うと しな

か った ものは,わ れ われ がそれ らが 画 かれ てい るのを見 るとき,わ れ われは,初 め

て,そ れ らを愛す ることにな るん じゃ。 われわれが そ うなるよ うに神 によ って創 られ

て いるんだ。だ か ら,そ れ らは画かれ る ことが一番大 切 なんだ。 それが人 間に とって

何 よ りも重要 な ことなんだ 。 芸術 は こうす るこ とに よって 続 け られ て 行 くもの なん

だ。

神 は,人 間が各 自の才能を他 人の用 に供 して互 に助 け合 うよ うにな さったのだ。 こん

なわけなん じゃが,君(撃 手の隊長に向って)は 君 の手下の紋 り首に な りそ うな顔 に気 づい たこ と

が あ るかい。 も し気づ いた ことが なけれ ば,チ ョー クー本 あれ ば,す ぐに君 が納得が
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しん

行 くよ うに画 いて進 ぜ るこ とがで き るがな。いや もっ と高尚 な るものを画 けば,一 層

君 に納得 して もらえ るが なあ。 そ うなれば牧 師の説教壇 を奪 って,拙 者が君 たちに神

を説 くことにな るぜ。

拙 者が創始 した この芸術 を,拙 者 よ りあ との者 が完成 し⑯,拙 者 が何 もせず に死 んで

行 くのを思 えば気 が狂いそ う じゃ⑰。
けが うつ

要す るに,こ の世 はわれわれ に とって は決 して汚れ たもの じゃない。 また虚 ろなもの

じゃない。 うん と意味 があ り,よ い もの じゃ。 こんなわ けで,こ の世 の意味 づ けをす
めし

ることが拙者 の飯で あ り,酒 なん じゃ。 これが拙者の生 き甲斐 とい うものかな⑱」

と。 リボは 自 らの血 の気 の多い⑲ 寧 ろ動物的 な人間⑩ であ ると言 って はい るが,神 の創 ら

れ たままの姿の美 と驚異 と力を真 に理解 し,神 の存 在 とその偉大性 を決 して無視 しない人

間で あ った。 ところで,今,警 手 に掴 かま る とい う破 目にな ったが,自 らが ただ の売僧で

な く,信 仰 もあ り,繊 悔 も して い ることを示 し,且 つ画家 として 傑作を世 に残 したいの

で,逮 捕 だけは許 して も らいたい とい う苦衷を述べて,警 手の同情を得 よ うと して言 う。

この たびの乱行 は,丁 度,人 が飲 みつけない酒 に酔 ったよ うに,外 に 出つ けない リボは夜

風 に当 って,つ い気 が立 ったのだ。 教 会で も,リ ボの ことは よ く 承知 して くれて いる。

事 を 荒立て ない ように して 欲 しい。 そ して その 罪滅 しに 聖 ア ンブ ロジオ 教 会 くSaint

Ambrogio's>に 献ず る一つ の絵 を 画 いてみ ようと思 って いる と,ユ ーモ ラスを ま じえて

次 のよ うに言 うので ある。

「聞 き給 え,拙 者 は罪滅 しを しよ うと思 って,一 つ の絵 を画 くことを考えてい る。 それ

は半年待 って もらい たい。半年経 って聖 ア ンブロ ジオ教会 に行 き給え。す るとそ こに

それが 見つ か るだ ろう。 その絵 は拙者 に一筆揮 って欲 しい と願 ってい る尼 さん達 のた

め に画 くのだが⑪」

と。そ して これか ら画 く絵 の説 明を詳 し く述べて行 く。

「真 ん中 に神 と幼 児を抱い た聖母様。

周 りに は茂 った木 の葉や花 の群 のよ うに天使 達が集 って いる。

かの女 らは 白百合 の花 を持 ち,着 飾 り,そ の上,真 夏 の 日に教会 にお祈 りに行 く貴婦
においしようぶ す

人が香菖 蒲の根を磨 り砕 いて粉 に した香料をパ ッパ ッとふ りか けたよ うに芳香 を放 っ

てい る。

また,フ ロレンスの人 々を救われ た聖 ヨハ ネ〈SaintJohn>,修 道者達 の名 を記録 に

止 め,長 い寿命 を与 え られ た聖 ア ンブ ローズ<SaintAmbrose>,ウ ズ<Uz>の 人 ヨ

ブ<John>⑫ 。

さて,こ れ らの人達が熱心 に祈 りを捧げてい る ところへ,皆 の人達が予期 も しない と
まぶ

きに,暗 い階段 を昇 って眩 しい光 の中へ 来 る人の よ うに,讃 美歌 の中へ,人 々の話 の

弾む 中へ,隅 っこか ら現 われて這入 り込 むのが拙僧 リボさ⑬。
くら

拙者 はまごつき,身 動 きもな らず,ま た 目が眩む。拙者 も矢張 人間だ もんで。 と ころ
まぶ

で,拙 者が そ こで見,ま た 聞 く光景 は何 た る眩 しい光景か。拙者 は尻込みす る。
ひら なわおび

古 るぼ けた平 の修道士 の着 るサ ー ジ服 と腰 に まわ した縄帯の僧服 で迷 い込 み,天 父 の

御前,聖 なる方 々の面 前で見つか ったのが,こ の拙僧⑭。

どこか穴で もなか ろ うか,逃 げ込む隅 っ こはなか ろうか と思 う瞬 間,優 しい女の天使

の忍 び足 のよ うな足音が近づ き趣,柔 い手 を 差 し伸べ,居 並ぶ 天使達 に 申 され る。

『そんな に早 くお逃 げにな ってはい けませ ん。 いいえ,神 さまは あなた とは全 く違 っ
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てお いで で ござい ます けれ ど も,結 局 は,神 さまが御 工夫 の挙 げ句 ,あ なたをお創 り

な さったのです。

そ この聖 ヨハ ネ さまも,あ の烙駝 の毛 の絵 筆 をお 使いに な って も,御 自身 でお画 きに

な ることが で きま しょうか。

絵画 にか けては誰 も皆,あ なた リボの ところへ参 ります。 こ こにかれ 業を終 え りと誌

して ござい ます』 と。
ほほ え

そ こで皆が 微笑む。 拙 者は顔 を真 赤 にす る。 そ して丁 度 ,戸 を閉 め きって,君 が陽気

に盲遊 び を して い る最 中,ひ よ っこ り亭主 が頭 に湯気 をたてて 踏み込 んで来 た ときr

女房 の裾が ま くりあげ られて い る時 の さま 同様,天 使 さまの裾 が ま くられ 拡 げ られ

る。拙 者 はそのふ くよか な天 使 さまの裾 の翼の下 をか い くぐりぬ けて行 く56。
ほうほう てい

こ う して,う しろの安全 な腰 掛へ ,這 々の体で逃 げて行 く。

しか し,さ きに隅 っこで拙者 に,優 しい言 葉を かけて下 った小 さい百合 の花 のよ うな

天使 さまの手 は離 さない。 そ の天 使 さまは院 長の姪 ごにそ っ くり,聖 ル シー 〈Saint

Lucy>Jと 呼 びた いな。

これで わ しも無 事 に救 われ,教 会 に も立派 な絵が で きる。半 年経 った ら見 に行 きな さ

れ㊥」

と。 これ は リボが半 年 さきに画 く絵 の予定 を言 った こ とに な ってい るが,実 は(1)で述 べ た

「聖母 戴冠」 の説 明 とな って い る。 「聖 母戴冠」 の 作品は,ル ネサ ンス精神 の,地 上的,

現世 的歓 喜を神の贈物 と して無視 しない リボが 神秘的 な聖母戴冠 の儀式 を,た だ壮厳 な,

崇 高な,超 現 実的 な精 神 で画 くので な く,人 間的 な,血 も肉 もあ る生 々 しい感 情で画 き,

天上的 な もので も地 上的 に,生 命 的 に画 くリボの芸術的信 念 を表 わ した ものであ る。 キ ン

グ も リボ の芸 術 について 「フ ロレンスの歓 楽街 と僧院 は,芸 術 的な力 と宗教的 な力 とい う

相反 す る力 を表現 し,こ の二つ の力の一致 す る ことを リボが 強 く求 めてい る ことは 明 らか
うつろ

で あ る剛 と言 って い る。 禁欲主 義者が,浮 世 を汚れ た もの,虚 な もの と して,骨 と皮 の

聖者 の絵 を画 くことを主張 したに対 し,リ ボが この 世は汚れ た もので もな く,虚 ろな もの

で もな く充分 に意味 の ある もので あ ると言 って,こ の 世の意味づ けを,か れ の絵 画 の 目的

と し,骨 と皮 の絵画 に肉 をつ け,血 を そそ ぎ,生 き生 き と した もの に画 くのが かれ の芸 術

で あ った。

(5)結 び

リボの人生 の生 き方,芸 術 の見方 はただ に リボのみ な らず 当時 の フ ロ レンスの人 々の人

生の生 き方で あ り,芸 術 の見方で あ った。 そ して,こ れ は,ま た,ル ネサ ンス以 後近代 に

か けて の入間性 に覚 めたすべ ての 人聞の 姿で ある。 ここに ブ ラウニ ングは リボな る具体 的

人間を把 えて,こ れ を普遍 化 す るため,こ れ を この詩 の表題 と し,人 間性 に覚 めたすべ て

の人間 の人間 ら しい真 の姿 を描 き,し か も これを巧 み なdramaticmonologueと い う秀 れ

た芸術 的手法 を用 い,こ の傑 作"FraLippoLipl)i"な る劇 的独 白詩を創 り上 げた ので あ

る。

〔註 〕

① 本名はTommasoGuidiと 言い,中 世絵画の軌範を脱 して遠近法の活用や色調の柔味を取入れ

たことによって近代絵画の鼻祖 とせ られた鬼才で二十七,八 才で天折 した。Michelangeloも
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②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑱

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

⑳

⑱

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳

⑱

⑳

⑳

⑳

⑫

Raphae1も その 絵 画 に 負 う と こ ろが 多 か った 。 絵 画 に熱 中 す る あ ま り他 の こ とを省 み な か った

た め にHulkingTom(の っそ りの トム)と 紳 名 され た 。 これ を イ タ リヤ語 でMassaccioと 言 っ

た の で あ る。

現 在 フ ロ レ ンス のAcademyofFineArtsに 蔵 され て い る。

コ シ モ ・デ ・メ ヂ チ 家 は 十五 世紀 か ら十 六 世 紀 にか けて の フ ロ レ ンス の名 家 で 文 学 芸 術 の保 護

に貢 献 した 。

RobertBrowning:FraLippoLippii11 .12-18

ibid.,11.27-30

Roma3.King:TheBowandtheLyre,P .32

RobertBrowning:FraLippoLippi11.24-43

ibid.,11.112-126

ibid.,11.91-96

ibid.,11.110-111

これ はSt・rnell・ と呼 ぶ イ タ リヤ の俗 謡 を真 似 た小 唄 で あ る。 普 通 の場 合St・rnell・ は一 人 が

五 音節 の 初行 の 終 り に花 の名 を あげ て,そ れ を韻 語 と して題 を 出す と相 手 が十 一 音節 の対 句 に

な って い る恋 歌 を それ に添 え る ので あ る。 ⑳ の 引用 句 に この種 の小 唄 が含 ま れ,⑳ 及び ⑳ も こ

の種 の小 唄 で あ る。

RobertBrowning:FraLippoLippi,11.129-134

ibid.,ll.1-11

JamesFortheringham:StudiesinthePoetryofRobertBrowning,p.337

RomaJ.King:TheBowandtheLyre,p.33

肉 体 的 生 活 を欲 しな が ら,そ れ を 否定 す る偽 善 者 的 態 度 を と る こと。

禁 欲 生 活 を 強 い られ て 不 満 を持 ち なが ら も表 面 的 に は 禁欲 生 活 に極 め て 満 足 して い るか の態 度

を と る こ と。

RobertBrowning:FraLippoLippi,11.261--275

ibid.,11.73-74

Jeromeは 禁 欲 苦 行 を した 人 と して 知 られ て い る。Jeromeの 禁 欲 主 義 とLippoの 快 楽 主 義 は極

端 な 対 照 を な して い るが,現 在Lipp・ の画 いた"St.Jer・me"の 名 画 が フ ロ レ ンス のAcademy

ofFineArtsに あ る。

RobertBrowning:FraLippoLippi,ll.246-251

ibid.11.53-56

ibid.,11.60-61

永 い間 監 禁 生 活 を 強 い られ て い た リボが 歓 楽 街 に 出 た こ と。

リボ が 歓楽 の 巷 を 遊 び 廻 った こ と。

コ シモ公 或 は修 道 院長 を さす 。

枯 草 は馬 の好 き な 食糧 。 リボ が コ シモ公 に も修 道 院 長 に も遊 び 方 な ど教 え られ もせ ぬ の に歓 楽

街 で思 う存 分 に遊 ん だ こ と。

歓 楽 の こ と。

虚 偽 の禁 欲 生 活 が 人 間 の な すべ き生 活 か,血 も肉 もあ る楽 しみ の 生 き生 き と した 生 活 が 真 に人

の 送 るべ き生 活 か,ど ち らか に永 久 に決 め て欲 しい,そ れ は決 って い る血 と肉 の 楽 しみ の 生 活

で あ る との 意 。

RobertBrowning:FraLippoLippi,ll.254-260

ibid.,11.68-69

ibid.,11.145-154

ibid.,11.158-162
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⑳ 痩 せ た 澗 らび た 血 の 気 の な い聖 者 の絵 の こ と。

⑭ 人 間 は 死 ぬ と焼 か れ て 煙 とな って 消 え るか らか く言 った ので あ る。

⑳ 煙 も火 も消 え る こ とは 同 じで は な いか と言 って 相 手 が 口を 切 ろ う と して い る の を察 して か く言

った の で あ る。

⑳ イ タ リヤ 美 術 復 興 の巨 星 と仰 が れ,彫 刻 に,建 築 に往 く と して 可 な らざ るな く,フ ロ レ ンス の

Du・m・(大 教 会 堂)のCampanile(鐘 塔)は そ の傑 作 で あ る。 中世 に於 け る写 実 的 絵 画 の鼻 祖

と見 な され て い る。 しか し肉 体 美 を 描 出 しなか った の で,こ こで は魂 のみ を画 い た画 家 と して

あ げ られ た の で あ る。

⑳Herodiasは 普 通 に はSalomeの 母 の 名 で あ るが,中 世 の伝 説 で はSalomeをHerodiasと 言 っ

た と こ ろか ら,旧 教 国 で は か く言 って い る。 しか しこ こで はSalomeの こ とを指 して い る こ と

は 確 か で あ る。

3sRobertBrowning:FraLippoLippi11.175-198

⑳ 宗 教 画 の場 合,人 間 を 画 き なが ら,は っき り と肉体 の美 を画 かず,し か も魂 の美 を 画 くと しな

が ら,そ れ も表 現 で きず 曖 昧 な表 現 とな って い る こ と。

⑩ 完 全 な 肉体 の こ と。

⑪ 魂 の美 の こ と。

⑫ 宇 宙 全 体 か ら見 れ ば,万 物 は小 さ な存 在 にす ぎ な い こ と。

⑱ 肉 体 の腕,脚 な どが そ れ ぞ れ の働 きの縄 張 り争 い を せず,自 らの存 在 を 忘 れ,た だ 脳 の命 じ る

ま まに 身 体 全 体 の た め に動 くこ と。AbtV・glerの 楽 音が 楽 堂 建 設 のた め に,そ れ ぞ れ の部 署 に

あ って 働 いた よ うにす る こ と。 拙 著 「ブ ラウ ニ ング鑑 賞 」第 五 章 参 照 の こ と。

⑭ 肉体 と魂 が 互 に助 け合 って 人 間 の進 歩 を計 る こ と。

●RobertBrowning:FraLippoLippi,11.199-220

⑯ この詩 の270行 か ら280行 に於 いて,リ ボ の立 て た 画 風 を 慕 うGuidi(Massaccio)が 現 わ れ,

明 星 の よ うに輝 くの が 見 え る と言 って,自 らの流 派 の 自信 を 示 して い る。

⑰ 院 長 は じめ 皆 の もの が,リ ボ に反対 し,相 変 らず 宗 教 画 を 画 か せ よ うとす る こ とに対 す る苛 立

ち の リボ が今,歓 楽 を追 う に到 った の も こ の苛 立 ち の一 つで あ る との 意 。

48RobertBrowning:FraLippoLippi,11.283-315

⑲ ⑳ を 参 照 の こ と。

⑳ この詩 の80行 で"Corne,whatamIabeastfor?"と 言 って い る。

⑪RobertBrowning:FraLippoLipPi,ll.843-847

⑫ 旧 約 聖 書 の中 で 悪 魔 の試 錬 に堪 え,堅 忍 の 典型 と言 われ るウ ズ の生 れ の 入。

⑱ 当時 は まだ 画 家 が そ の作 品 に 署 名 す る こ とが な か った の で 自分 の似 顔 を 画 中 に 画 く習慣 が あ

り,こ の絵 に も リボ の似 顔 が 隅 っ こに画 い て あ る こ と。

⑭ 天 国 に行 か れ ま い と思 って い る自分 が誤 って,天 父 の 御 前,マ ドンナ 戴 冠 の 盛 儀 を 拝 す るな ど

思 い設 け ぬ こ との意 。

⑲ 画 中 に あ って 逃 げ る こ とな く,リ ボ と相 対 し,リ ボ の 手 を と り,か れ を 引 き とめ て い る天 使 の

姿 の 少女 。 これ のmodelと な っ た のが ⑰ で述 べ るLucreziaと い う少 女 で,リ ボ の衣 鉢 を 伝 え

たFraFilippinoLipPiの 母 とな った 女 性 と考 え られ て い る。

⑯ 女 房 が 裾 を ま くり上 げ て い る所 へ,亭 主 が 頭 に湯 気 を 立 て て 入 って 来 る とき,相 手 の男 が そ の

裾 の 下 を く ぐって 逃 げ て 行 くよ うに と言 って,リ ポが いか に も女 好 き の性 格 で あ る こ とを表 わ

して い る。

⑰ リポ はPrat・ に住 ん で い た と き,SantaMargheriteの 尼 寺 の依 頼 で,祭 壇 の絵 を画 くこ とに

な り,そ の ときLucreziaButiと 呼 ぶ 若 い尼 を 見 初 め て,頼 ん でMadonnaのmode1と し,後

に この尼 を連 れ 出 し同棲 し,か れ らの 間 に生 れ た 男 の子 がFraFilippinoLippiで あ った。 そ

こで院 長 の 姪 のLucyと 似 て い る と ころか ら,こ の画 中 の救 主 の少 女Lucreziaを 救 い 神 と思
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い た い と の 意 味 でSaintLucyと 言 っ た の で あ る 。

58RobertBrowning:FraLippoLippi,11,348-389

59RomaJ.King:TheBowandtheLyre,p.33
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